
 

 

物  質  名 1,2,3,4-テトラクロロベンゼン ＤＢ－35 

別  名 － 構 造 式 

 

CAS 番号 634-66-2 

PRTR 番号 － 

化審法番号 3-76 

分子式 C6H2Cl4 分子量 215.89 

沸点 254℃1)
 融点 47.5℃1)

  

蒸気圧 3.9×10
-2 

mmHg（25℃、外挿値）2)
 換算係数 1 ppm = 8.83 mg/m

3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） 4.60（実測値）3)
 水溶性 5.92 mg/L（25℃、実測値）4)

 

急 性 毒 性 
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 ラット 経口 LD50 1,167 mg/ kg
 5)

  
 

中 ・ 長 期 毒 性 

・ラットに 0、0.00005、0.0005、0.005、0.05％の濃度で 28 日間混餌投与（雄で 0、0.055、0.55、

5.5、54 mg/kg/day、雌で 0、0.056、0.61、5.9、59 mg/kg/day）した結果、0.00005％以上の群の

甲状腺、肺及び 0.0005％以上の群の肝臓で組織の変性がみられたが、雌の 0.05％群では肺の

組織の変性の発生率増加に有意差を認めた。しかしながら、これらの変性は 0.05％群でも軽

度であった。また、0.05％群の雄で肝臓のアミノピリンデメチラーゼ活性の有意な上昇がみ

られた。なお、臨床所見、体重、血液への影響はなかった 6)。この結果から、NOAEL を 0.005

％（雌の 5.9 mg/kg/day）とする。   

・ラットに 0、0.00005、0.0005、0.005、0.05％の濃度で 90 日間混餌投与した結果、0.05％群で

腎臓、肝臓の軽度の変性の発生率が増加したが、有意なものではなかった 
7, 8) 。この結果か

ら、NOAEL を 0.05％（雄で 34 mg/kg/day、雌で 41 mg/kg/day）とする。 

生 殖・発 生 毒 性 

・ラットに 0、50、100、200 mg/kg/day を妊娠 6 日から 15 日まで強制経口投与した結果、投与

群の母ラットで体重、臓器重量、血液への影響はみられなかったが、胎仔では 200 mg/kg/day

群で生存胎仔数の減少がみられた。なお、投与に関連した奇形はなかった 9) 。この結果から、

NOAEL を 100 mg/kg/day とする。 

・ラットに 0、100、300、1,000 mg/kg/day を妊娠 9 日から 13 日まで強制経口投与した結果、300 

mg/kg/day 群で 1/10 匹、1,000 mg/kg/day 群で 7/19 匹が死亡し、300 mg/kg/day 以上の群で軽微

～中等度の肝細胞肥大がみられ、1,000 mg/kg/day 群で体重増加の抑制、肝臓重量の減少に有

意差を認めた。仔では、300 mg/kg/day 群で卵黄嚢の直径、胎仔の頭臀長、頭長が有意に小さ

かった。なお、1,000 mg/kg/day 群では母ラットの死亡数が多かったために、胎仔の剖検は行

われなかった 10) 。この結果から母ラット及び仔の NOAEL を 100 mg/kg/day とする。 

ヒ ト へ の 影 響 

情報は得られなかった。 

発 が ん 性 

IARC の発がん性評価：評価されていない。 



 

許 容 濃 度 
 

 ACGIH －  

 日本産業衛生学会 －  
 

暫 定 無 毒 性 量 等 の 設 定 

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 5.9 mg/kg/day（肺の

組織の変性）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 0.59 mg/kg/day を暫定無毒性量等

に設定する。 

吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった 
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